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黒田 (2002a) によると, それまで明確な定義もなく, 体系化されずに使われてきた ｢補装具・
日常生活用具・福祉機器・リハ機器・テクニカルエイド｣ といった用語と概念が整理され, その
相互関係が厳密に規定される事になったのは 1993 年の福祉用具の研究開発および普及の促進に


































D：介護保険適用具 (A, C, E の一部分)
E：A, B, C 以外の用具









同じく古田 (2002a) によれば, 精神・身体の障害, および高齢のために生じた生活上の不利
益を解消する目的で用いられる用具・機会・器具・設備を, 欧米では伝統的にテクニカルエイド






むAssistive Technology は, 前二者よりもより広い概念である. 一方で福祉用具は法律用語で
あり, 給付制度に付随して福祉用具を構成する機器がそれぞれ厳密に定義されているという意味
ではもっとも明確な概念定義を持つといえる.






















このフィッティングという視点は多くの文献で見られ, 八籐後 (1990) はこのフィッティング
が重要となる少量多品種生産の福祉機器市場の特性を考えれば, 単一のメーカーがリスクを負う
のは危険であり, 北欧のように公的機関が積極的に福祉機器メーカーを支援していかなくてはい











げられる. つまり, これらは現在の障害者や高齢者のもとめるニーズに, 福祉機器が対応できて
いないことを示している.
 開発プロセス












































































また, 日本システム開発研究所 (1997) では産業化のためのフィードバックサークルという








ここで指摘すべきはコストの問題である. 舟木 (2000) ではかなり生産工程におけるコストを
意識したモデルとなっているが, コストが意識されるのはステージ 4からである. この段階です
でに設計, 試作はほぼ終了していると考えることが出来る. この流れでは, コンセプトにそって
開発・設計されたものを可能な範囲内で価格を設定するという流れにならざるを得ない. 日本





















































スである. トーキングエイドは 1985 年に初めて開発・製品化され, 長期にわたって改良を加え




本研究は事例研究である. しかし, 理論的一般性を追及するものではない. 研究の対象となる
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トーキングエイド開発プロセスは, 数少ない成功事例であるが, 単一事例であることと, いくつ
かの偶発的な要因が存在していることを勘案すると, 理論的一般化を目指すことよりも, 仮説的
命題の創出を目指すべきであると考える.
研究のためのデータは, インタビューおよびアクション・リサーチによる 1次データ, その他
会社資料, 雑誌論文, 一部内部資料などを含む 2次データによって構成される.
6. 事例
 株式会社ナムコにおける福祉事業
株式会社ナムコ (以下, ナムコ) は, 百貨店の屋上等における遊園地施設経営を目的に 1955
年に設立された有限会社中村製作所を起源とする. 平成 16年 3月現在1では, 資本金約 270 億円,
連結売上高 1,700 億円, 社員数約 2,200 名の規模を持つ総合アミューズメント企業として成長し
ている. 主力事業は業務用アミューズメント機器販売およびアミューズメント施設の企画運営事
業であるが, 同時に, 飲食事業, 映画・映像事業, 福祉事業を積極的に推進している.
福祉事業そのものはナムコの規模からすると小規模である. 福祉事業部の人員は在宅を含めて







































開発費は, 予測される顧客数から逆算して算出されている. 脳性麻痺障害を持ち, かつトーキ
ングエイドを日常的に使うと予測される顧客数は 3万人2であった. ここから開発費は逆算され





あとはその機種は生産しないというのが通常である. 当初, ナムコでは潜在顧客数の約 1割が実
際の需要となるだろうと予測し, 3 千台の生産計画のもとに企画, 設計, 生産をおこなっている.
この時点ではこれだけ息の長い製品になるとは予測していなかったと考えられる.
通常, 大手電器メーカーなどは 300個から 500個といった小ロットで製品を作るノウハウは持っ
ていない. しかし, 業務用アミューズメント機器メーカーであるナムコには小ロットの製品を低
コストで製造するノウハウが存在していた. トーキングエイドを担当した開発部署は, 業務用の

















質に問題があったとされている. 音声合成には抑揚もなく, 開発技術系のスタッフからは, 市場
に出すべき品質に達していないという意見さえあったとされる.
 営業・流通活動































具体的には, 何が食べたいかを聞く際にハンバーガー, うどん, といった単語にうなずくか,
首を振るといったコミュニケーションの方法しかとれなかった人が, 積極的に, どこどこのどん









結果として 1－2 年の比較的短期間でトーキングエイドは採算ラインにのり, その後しばらく
















とはなかなか困難である. もし, ユーザーサポートや使用説明も十分に出来ないのに, ただ障害
者携帯型意思伝達装置であるということだけで販売してしまえば, 場合によっては, 全く役に立
たないということにつながりかねない.









































































































はある程度の時間がかかる. しかし, トーキングエイドは, 比較的短期間で市場に認知され市場
導入に成功している.
この市場への短期間での導入は, 独特の普及活動によるところが大きい. 通常の製品であれば,
























































ある. この 3つの点はナムコのトーキングエイド事業を成立させ, 長期間, 市場で生存してこれ
た要因である.





































障害者向けの市場は前述の通り規模は小さく, 成長性も小さく, 購買能力は高くない. 社会的
な意義は大きいが利益を目的とするならば, あえて企業が積極的に参入しようとするだけの魅力




現在, ナムコは長期間, トーキングエイドを生産し続け, 業界のパイオニアとして確固たる信
頼を得ている. トーキングエイドは 20 年近い歴史を誇るが, 他の企業が次々と採算性の低い障
害者用機器の生産を中止するなか, 着実に製品改良を実施しながら利益を確保してきた. ナムコ













も, 企業ガバナンスの視点からも困難である. しかし, たとえ利益が小さくとも, 黒字の状態で
あるならば, 長期間事業を維持していくことは困難ではなくなる. その事業が社会的に意義の大
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4 特許が認められる基準は時期によってある程度変化している. インタビューによると, 当時の判断で
はトーキングエイドは既存記述の組み合わせであり特許性は薄く, したがって特許の申請はしていな
いとされる.
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